





























































表 のようにまとめている。分類のクラス は主人公および準主人公、クラス はメンター ）、
同調者、敵対者、トリックスター、変貌者、影といったアーキタイプに属する重要なキャラク
ター、クラス はほぼ 回登場したらそれっきりの人物であり、従って名前が現れることもま


















分類 細分 名前 アーキタイプ 自称詞 言語
クラス 千＝千尋 主人公 わたし 〈女ことば〉〈子どもことば〉
クラス




































































































分類 細分 名前 アーキタイプ 自称詞 言語
クラス 千＝千尋 主人公 わたし 〈女ことば〉〈子どもことば〉
クラス



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 ・表 をみると、英語では「 」という人称代名詞の使用が多くなっていることが







































表 ・ をみると、英語では「 」という人称代名詞の使用が多くなっていることが
わかる。表 ・表 と比べても、日本語では人称代名詞を使用していない人物も「 」を用























































































































































































千 命令文（禁止）・平叙文・疑問文・ ・Ø 命令文（禁止）
リン 命令文（禁止）・平叙文・疑問文 命令文（禁止）







































千 命令文（禁止）・平叙文・疑問文・ ・Ø 命令文（禁止）
リン 命令文（禁止）・平叙文・疑問文 命令文（禁止）


































































































８）『THE LABOURS OF HERCULES』に「Hercule Poirot  said  : “There  is no question of  failure. 
Hercule Poirot does not fail.”」とあり、早川書房発行の『ヘラクレスの冒険』（髙橋豊訳）では、「失
敗なんて考えられません。エルキュール・ポアロは失敗することを知らない男なのです」と翻訳され
ており、自身を「失敗することを知らない男」と客観的に指示しているといえる。
９）中村平治（1988）は、「PLEASE」を「緩和要素」としている。本稿では、これが日本語の命令形と
テ形の翻訳の違いになることから、命令文とは別に示した。
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アニメキャラクターからみる翻訳についての一考察
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